
 

ナノチューブにおける巨大な光起電力効果を発見 

―量子力学的な原理に基づく次世代太陽電池・光検出器実現の可能性― 
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図１： WS2の結晶構造 

 

太陽電池の動作原理にもなっている光起電力は、光エネルギーを電気エネルギ

ーに変換する効果です。従来の太陽電池には p-n 接合等の界面で発生する光起

電力効果が用いられてきましたが、一部の物質では界面に依らないバルク光起

電力効果（Bulk photovoltaic effect, BPVE） が発生します。界面における光

起電力の効率が理論限界に近付きつつある昨今、新たな基礎原理として BPVEが

注目されています。 

 

本研究グループは、2次元物質として注目されている遷移金属カルコゲナイドの

一つである二硫化タングステン（WS2）に着目しました。さまざまな結晶構造を

持つ WS2 材料のナノデバイスにおける BPVE 効果を測定し、2 次元シートをチュ

ーブ状に丸めた WS2ナノチューブにおいて BPVE効果が大幅に増幅されること発

見しました。ナノ物質において BPVEが観測されたのはこれが初めてです。また、

既存のバルク物質よりも効果が大きいことを示唆する結果も確認されました。



これらの結果は、結晶構造とりわけその対称性の制御が変換効率の増幅に大き

な役割を果たし、また次世代の太陽電池材料として 2 次元物質を基本とするナ

ノ物質が非常に有効であることを示唆しています。 

 

本研究成果は、英国の学術雑誌『Nature』(６月１９日号）に掲載されました。 

 

( 日 文 全 文  https://www.t.u-
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